
 
 

 
「
大
山
詣
り
」（
四
百
年
続
く
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
） 

池
田 

隆 

ゆ
っ
く
り
と
延
べ
十
五
日
を
か
け
て
、
老
妻
と
大
山
街
道
を
歩
き
通
し
、「
大
山
詣
り
」
の
歴
史
的
経
緯

に
つ
い
て
知
見
を
や
や
広
め
た
。 

 「
大
山
」
は
丹
沢
山
塊
の
東
南
に
位
置
し
、
流
麗
な
姿
が
眺
め
る
者
に
神
々
し
い
気
持
ち
を
抱
か
せ
る
。
頂

上
で
祭
祀
に
用
い
た
縄
文
土
器
も
発
掘
さ
れ
た
と
い
う
。
古
来
よ
り
石
を
ご
神
体
と
す
る
阿
夫
利
神
社
が

祀
ら
れ
て
い
る
。
雲
が
よ
く
懸
か
る
の
で
「
雨
降
り
神
社
」
と
も
呼
ば
れ
る
。 

仏
教
伝
来
後
は
神
仏
習
合
で
近
く
に
大
山
寺
が
建
立
さ
れ
、
神
官
、
僧
侶
、
山
伏
、
宗
徒
ら
で
賑
わ
っ
て

き
た
。
頼
朝
が
戦
勝
祈
願
に
刀
を
奉
納
し
た
逸
話
が
有
名
だ
。
小
田
原
北
条
氏
の
尊
崇
も
受
け
、
強
力
な
僧

兵
が
関
東
支
配
の
軍
事
的
後
ろ
楯
に
も
な
っ
た
ら
し
い
。 

家
康
は
江
戸
へ
の
移
封
に
際
し
武
力
の
残
存
を
恐
れ
、
神
官
僧
侶
以
外
の
宗
徒
の
下
山
を
命
じ
た
。
失
業

し
た
宗
徒
た
ち
は
山
麓
に
各
々
が
宿
坊
を
建
て
、
勝
手
知
っ
た
江
戸
や
関
東
一
円
に
出
掛
け
、「
大
山
詣
り
」

を
宣
伝
す
る
旅
行
業
者
（
ガ
イ
ド
）
に
転
身
す
る
。 

彼
ら
は
御
師
（
先
導
師
）
と
呼
ば
れ
た
。
因
み
に
「
師
走
」
と
い
う
言
葉
は
年
末
に
御
師
が
営
業
活
動
で

走
り
回
っ
た
の
が
由
来
と
も
い
う
。
主
な
顧
客
は
「
講
」
と
呼
ば
れ
る
職
業
別
、
地
域
別
の
相
互
扶
助
団
体

だ
っ
た
。
と
く
に
高
所
や
海
上
か
ら
大
山
を
眺
め
る
機
会
の
多
い
火
消
し
、
鳶
、
大
工
、
漁
業
者
な
ど
が
大

得
意
先
と
な
る
。 

箱
根
関
所
の
手
前
に
位
置
し
通
行
手
形
が
要
ら
ず
、
帰
途
に
江
ノ
島
や
藤
沢
宿
場
を
周
遊
す
る
こ
と
も
で

き
た
の
で
、
比
較
的
手
軽
な
数
日
間
の
観
光
ツ
ア
ー
と
し
て
江
戸
中
期
以
降
に
非
常
な
人
気
を
博
し
た
。
江

戸
の
人
口
が
百
万
人
の
時
代
に
、
年
間
二
十
万
人
が
訪
れ
た
と
い
う
。 

現
在
も
数
十
軒
の
宿
坊
が
講
と
結
び
つ
き
、
割
烹
旅
館
と
し
て
堅
実
に
営
業
を
続
け
て
い
る
。
今
回
の
大

山
詣
り
で
最
も
驚
い
た
の
は
そ
の
現
状
で
あ
る
。 

四
百
年
も
続
く
こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
考
え
出
し
、
実
行
に
移
し
た
先
人
達
の
偉

業
に
比
べ
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
異
常
事
態
に
お
い
て
も
、
短
期
的
な
「G

o
 to

 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
い
っ
た

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
方
策
し
か
思
い
つ
か
な
い
の
は
何
と
も
情
け
な
い
。
せ
め
て
こ
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を

現
代
社
会
に
マ
ッ
チ
す
る
よ
う
改
善
を
行
い
た
い
も
の
だ
。 


